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令和２年度 第１回田原市まち・ひと・しごと創生連携会議 

委員意見要旨  
 

（１） 第１期まち・ひと・しごと創生関連事業における令和元年度の効果検証について 

 

 １ 雇用の創出・就労促進について 

（１－１創業支援） 

・新型感染症拡大影響もあり創業が困難な状況であったが、ニューノーマルな働き方が構築され

つつあり特にリモート活用が進化している。 

・ネット環境を整備し、新しい仕事の仕方を提供することで地理的な課題をクリアできる。そうし

た創業事業化意欲を喚起する取り組みも必要かと思う。 

（１－３農業後継者・新規就農者の確保・育成） 

・平成２７年以降、新規就農者数が目標値（３０人／年）を上回っており頼もしい。渥美半島で採

れる野菜は種類が豊富なので、観光に繋がる商品を若い発想で開発できると嬉しい。 

 

３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望実現について 

（３－１結婚・出産支援） 

・婚活イベントは各団体にて随時行われているが、田原市も協力した大規模イベント（年 1 回程

度）の検討をしてほしい。 

（３－２医療体制の充実（産婦人科・小児科）） 

・産婦人科医師の２名確保とあるが、現在の先生方も長年頑張っていただいている。先生方のこと

を考えると後継者育成及び確保を早急に実現してほしい。 

（３－３子育て支援） 

・結婚された方が新居を選ぶ際、出産子育ての環境を考慮して豊橋方面を検討する方も多く見ら

れる。 

・渥美地区にも親子交流館「すくっと」の様な子育て支援施設の建設を是非検討してほしい。 

 

 

 

（２） 【５ヵ年評価】第１期まち・ひと・しごと創生関係事業の効果検証について 

 

 ・効果検証は各年度の実績が一覧化されてとても見やすい。今後は「５ヵ年の中でＰＤＣＡサイ

クルをどう回したか」、「年度の振り返りで何を改善・梃入れし、結果どうなった」等、過程と結

果がわかる表にすると更に良い総括が出来る。 

１ 雇用の創出・就労促進について 

（１－６道の駅の高質化） 

・クリスタルポルトは新型感染症の影響を受け休館が続いている。１日も早く会館出来る様お願

いしたい。 
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（３） 第２期田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略令和２年度アクションプラン集（案）につい

て 

 

１ 雇用の創出・就労促進について 

（１－５観光地域づくり） 

・新型感染症の影響を考慮すると目標の年間宿泊者数２９万人は下方修正せざるを得ない。 

（１－６道の駅の高質化） 

・主な内容に「市内３カ所の道の駅の情報発信機能の向上」とあるが、現在閉鎖中のクリスタルポ

ルトは今後どう活用していくのか知りたい。 

 

４ 地域の魅力・住み良さの向上について 

・渥美半島道路の整備・促進について今後記載の検討をしてほしい。 

（４－７地域包括ケアシステムの構築について） 

・田原福祉専門学校が令和３年より田原福祉グローバル専門学校へ移行予定について、今後の民

間活用を考えると「地域包括ケアシステムの構築」の項目にて触れてほしかった。 

 

 

 

（４） その他 

就労について 

・ハローワーク、田原市中小企業活性化協議会が連携して田原市就職相談会を開催し、ＪＡとして

は採用実績もある。 

 ・障害者就労支援について、ＪＡでは田原市障害者総合支援センターの就労支援専門員と協力し

て障害者就労マッチングを行っている。今後は障害者の就業について行政面からもバックアッ

プしてほしい。 

 

出産・育児休業について 

 ・昨今、休業の期限延長を申し出る職員が増加しているがＪＡでは全てを受理している。反面、

復職タイミングの不定期化により配属検討に苦慮している。行政による子育て課題の解消によ

り事業所としてスムーズな復職機会が与えられるよう願っている。 

 ・子育て世代が田原地区に集中しており該当職員の配置希望を全て叶えるには限界がある。子育

てと仕事を両立するため子供の預かり時間延長等の柔軟な取り組みを行政に期待する。 

 

農業について 

・田原市は農業技術があるので、技術力の高さを活かした事業を企画し定住を促せると良い。その

中で農地等を購入するには農地法の制限があるので「誰でも農業ができる農地」を市が準備で

きれば人が集まるかもしれない（５０～８０坪のイメージ）。農地は遊休農地を活用することが

望ましい。 
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多文化共生について 

・会議当初から訴えているが在住外国人の増加に伴い多文化への理解や、共生への取り組みを増

やすようお願いしたい。例えばサーファーと比較した際、数は外国人数の方が多いはずだし、理

解についても言語・文化・習慣の違いからハードルが高い。配慮が全くないことを残念に思う。

今後市民レベルではなく行政で取り組むべき問題だ。共生への取り組みが共育・結婚・就労支援

につながり、最終的に人口増加の一端を担うと思う。多文化共生への行政の理解と協力を常に

求める。 

観光について 

・観光面で「田原といえばココ！」と言える目玉が無いのは残念だ。クリスタルポルトの今後が心

配だ。 

渥美半島道路について 

・早期実現に向け渥美商工会は応援・支援をしていきたい。 


